誤差分散が不均一な計量経済モデルの統計的推測 by 原田 桂一郎
























て，たがいに独立に同一の確率分布にしたがう（ independently and 
identically distributed: i i d）ことを仮定している。しかし，誤差の分散の一
様性（homoscedasticity）は経済データの状況に不適合な定式化である。
















































（H － 1） の平均にたいして，
（H － 2） の分散にたいして，
（H － 3） の共分散にたいして，
（H － 4） は正規分布にしたがう。すなわち
σ：スケール・パラメータ
：スケール・ファクター
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なお，（H － 2）と（H － 4）において，
と表記して，誤差の分散の不均一性を定式化している（（7）式を参照）。
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そして，モデル（8）における β の最小 2 乗推定量は
 （9）
である。
他方，線形回帰モデル（1）における β にたいして， を加重








































 （補節 A － 4 を参照）
となる。
ここで，期待値をとると




























Gervini and Yohai（2002）は，2.1 に示した方法で得た（7）のような特性
をもつスケール・ファクター を加重（weight）にした回帰パラ
メータの加重最小 2 乗推定量が，LMS －推定量と同等のブレイクダウン・
ポイント（breakdown point）をもつことを証明している。LMS －推定量（least 

























証　明　補節 A － 5 を参照。















ところで，定理 1 により，回帰パラメータの加重最小 2 乗推定量（12）の




である。また，加重最小 2 乗推定量（12）は，β の最良線形不偏推定量（best 










このとき，加重最小 2 乗推定量の分散（24）と最小 2 乗推定量の分散（25）
にたいして
証　明　補節 A － 6 を参照。
6．検定統計量
まず，Studentʼs t 分布にしたがう確率変数を定義する。
定　義　1：（Mukhopadhyay（2000, p. 207, Definition 4.5.1））確率変数 X は
標準正規分布にしたがい，確率変数 Y は自由度 k の Chi-square 分布にした
がい，そして X と Y は独立であるとする。このとき，確率変数 W は自由度
k の Studentʼs t 分布にしたがう。すなわち，

































































































































定理 4 の証明：まず，X，X' のそれぞれを
と表記すると，条件（2）により
である。
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